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名
田
島
自
治
会
で
は
、
十
一
月
十
日
、

中
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、
神
田
一
般
廃
棄
物
処
分
場
、

名
田
島
集
落
排
水
施
設
の
四
施
設
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
貸
し
切
り
バ
ス
一

台
。
二
十
四
名
の
参
加
を
得
て
、
好
天
の
も

と
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
「
ご
み
」
の
処
分

や
再
利
用
の
状
況
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
修
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
実
施

し
た
も
の
で
、
よ
り
多
く
の
自
治
会
の
皆
さ

ん
に
施
設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
「
ご
み
」

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 

　
早
い
も
の
で
名
田
島
自
治
会
が

発
足
し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
十
七
年
度
の
自
治
会
活
動
は
、

十
六
年
度
の
活
動
を
踏
襲
し
な
が

ら
民
意
を
吸
い
上
げ
各
種
団
体
の

総
意
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
に

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
総
務
部
会
で
は
、
自
主
防
災
体

制
の
確
立
、
教
育
部
会
で
は
、
下

校
時
に
子
ど
も
達
を
見
守
る
防
犯

体
制
の
確
立
、
土
木
部
会
で
は
、

環
境
美
化
や
要
望
事
項
、
民
生
部

会
で
は
、
環
境
美
化
や
地
産
地
消

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
皆
様
が
た
の
ご
協
力
の
も
と
に

既
に
解
決
し
た
案
件
、
十
八
年
度

に
実
現
す
る
案
件
、
そ
の
他
繰
り

越
し
案
件
も
あ
り
ま
す
が
、
要
望

事
項
が
確
実
に
実
現
す
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
は
、
新
山
口
市
、
一
市
四

町
の
合
併
元
年
。
食
育
基
本
法
も

制
定
さ
れ
、
更
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
農
業
経
営
形

態
の
様
変
わ
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
自
治
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

地産地消研修会 

市道の清掃奉仕 

 

公民館で料理 

部
会
の
活
動
は
今
、 

　
防
犯
対
策
、
地
産
地
消
な
ど 

市リサイクルプラザを視察 市リサイクルプラザを視察 

発
足
し
て
4
年
目 

会
長
　
大
林
基
宏 

地
球
に
優
し
い
環
境 
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す
れ
ば
資
源

分
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ば
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昨
年
の
十
二
月
二
十
一
日
、
名
田
島
地
区
自
主
防
災
会
の
会
則

案
並
び
に
細
則
案
が
ま
と
ま
り
、
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
準
備

委
員
会
の
準
備
作
業
を
ほ
ぼ
終
え
ま
し
た
。
昨
年
の
五
月
二
十
八

日
に
第
一
回
目
の
会
議
を
開
催
し
て
、
会
議
を
重
ね
る
こ
と
、
五

回
。
そ
の
間
、
防
災
学
習
会
や
宇
部
市
厚
南
校
区
自
主
防
災
会
及

び
藤
山
校
区
自
主
防
災
会
へ
の
先
進
地
視
察
を
行
い
、
名
田
島
の

地
域
性
も
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
し
た
。 

防
災
委
員
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防
災
会
の
発
足
　
　 

　
今
年
5
月
の
予
定 

　
地
域
防
災
力
活
性
化
組
織
準
備

委
員
会
と
い
う
名
称
を
掲
げ
、
昨

年
五
月
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
組
織
立
ち
上
げ
の
自
治
会
連

合
会
担
当
部
会
は
、
総
務
部
会
。 

　
こ
の
組
織
立
ち
上
げ
準
備
委
員

会
の
委
員
は
、
集
落
代
表
委
員
や

社
会
福
祉
協
議
会
長
・
民
生
委
員

協
議
会
長
・
消
防
分
団
長
・
同
副

分
団
長
・
小
学
校
長
・

幼
稚
園
長
・
駐
在
所
駐

在
官
・
防
犯
対
策
協
議

会
長
・
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
・
自
治
会
役
員
な
ど

三
十
人
。 

　
初
会
合
以
来
、
約
八

ヶ
月
。
集
落
か
ら
の
意

向
・
要
望
な
ど
を
集
約

し
、
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
作
業
を
進
め

ま
し
た
。 

　
新
組
織
の
発
足
は
、

五
月
の
予
定
で
す
。 

               

平
常
時
の
活
動
は
　
　 

　
防
災
委
員
を
中
心
に 

　
新
組
織
の
名
称
は
、
名
田
島
地

区
自
主
防
災
会
。 

　
事
務
局
は
、
名
田
島
出
張
所
に

置
き
ま
す
。 

　
自
主
防
災
会
の
組
織
、
会
則
、

細
則
も
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
こ
の
田
園
第
六
号
と
同
日

配
付
の
「
防
災
会
会
則
案
」
に
全

文
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

　
名
田
島
地
区
自
主
防
災
会
の
目

的
は
、
自
主
的
に
、
か
つ
、
組
織

的
に
災
害
の
防
止
と
被
害
の
軽
減

を
図
る
こ
と
で
す
。 

　
防
災
会
の
組
織
は
、
防
災
委
員

二
十
一
人
で
構
成
す
る
防
災
委
員

会
と
自
治
会
連
合
会
委
員
等
で
構

成
す
る
災
害
対
策
本
部
十
二
班
と

で
、
平
常
時
と
災
害
時
と
で
、
役

割
を
分
担
し
、
ま
た
、
支
援
し
あ

う
組
織
と
し
て
い
ま
す
。 

　
防
災
委
員
は
、
防
災
訓
練
な
ど

平
常
時
の
防
災
活
動
が
主
と
な
り

ま
す
。 

 

防
災
の
班
活
動
　
　 

　
　
　
地
域
ぐ
る
み
で 

　
災
害
対
策
本
部
十
二
班
は
、
次

の
班
で
、
班
会
議
に
は
十
三
集
落

の
自
主
防
災
組
織
の
班
長
等
に
も

出
席
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

　
◇
情
報
班
　
◇
連
携
調
整
班
　 

　
◇
消
火
班
　
◇
救
出
・
救
護
班 

　
◇
避
難
誘
導
班
◇
物
資
配
分
班 

　
◇
給
食
・
給
水
、
炊
き
出
し
班 

　
◇
清
掃
班
　
　
　
◇
衛
生
班
　 

　
◇
安
全
点
検
班
　
◇
防
犯
・ 

　
　
巡
回
班
　
◇
応
急
修
繕
班 

防災学習会（昨年 6月 3日） 

藤山校区での視察研修（昨年 8月 4日） 

あ
り
が
と
う 

副
会
長
　
三
輪
正
明 

　
つ
ら
い
こ
と
が
お
こ
る
と
感
謝

す
る
ん
で
す
。
こ
れ
で
、
ま
た
、

強
く
な
れ
る
と
、
あ
り
が
と
う
。 

　
悲
し
い
こ
と
が
お
こ
る
と
感
謝

す
る
ん
で
す
。
こ
れ
で
人
の
悲
し

み
が
よ
く
解
る
と
、
あ
り
が
と
う
。 

　
ピ
ン
チ
に
な
る
と
感
謝
す
る
ん

で
す
。
こ
れ
で
も
っ
と
た
く
ま
し

く
な
れ
る
と
、
あ
り
が
と
う
。 

　
つ
ら
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も

ピ
ン
チ
も
乗
り
越
え
て
生
き
る
こ

と
が
人
生
だ
と
い
い
き
か
せ
る
の

で
す
。 

　
自
分
自
身
に
そ
う
す
る
と
、
ふ

っ
と
楽
に
な
り
、
楽
し
く
な
っ
て
、

人
生
が
と
て
も
光
り
輝
い
て
く
る

ん
で
す
。 

　
行
き
つ
、
戻
り
つ
、
こ
の
さ
き
、

私
ど
も
を
支
援
く
だ
さ
っ
た
あ
な

た
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
の
念
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・ 

　
こ
の
新
年
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
人
生
の
ド

ラ
マ
を
皆
様
と
共
に
演
じ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・ 

　
ま
す
ま
す
光
り
輝
く
人
生
を
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
心
と
と
も
に
。 

田園 

堆積土の除去 堆積土の除去 捨てないで！ 

厚南校区を視察 

神田不燃物処分場 

視察研修アンケート 

Vol.6



3

防
災
委
員
21
人
、
本
部
12
班 

防
災
委
員
21
人
、
本
部
12
班 

身
近
に
感
じ
る
分
別 

副
会
長
　
松
永
君
子 

　
最
近
の
気
候
の
変
化
は
、
こ
の

地
球
に
何
か
が
起
き
つ
つ
あ
る
の

で
は
と
、
地
球
温
暖
化
も
そ
の
一

つ
だ
と
思
い
、
一
抹
の
不
安
を
感

じ
ま
す
。 

　
身
近
な
環
境
問
題
や
資
源
の
有

効
活
用
の
た
め
に
、
今
年
度
も
自

治
会
で
研
修
を
実
施
し
、
多
く
の

方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
最
初
に
中
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
ご
み
の
燃
焼
な
ど
の
見
学
を

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
多

量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
分
別

が
き
れ
い
に
な
さ
れ
、
荷
造
り
か

ら
次
の
行
程
に
廻
る
と
、
見
事
な

梱
包
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
も
驚
き
の
眼
差
し

で
し
た
。 

　
次
に
神
田
一
般
不
燃
物
処
分
場

で
す
。
そ
こ
は
、
昨
年
の
研
修
時

よ
り
想
像
以
上
に
多
量
の
ガ
レ
キ

の
山
で
し
た
。 

　
私
た
ち
の
生
活
か
ら
切
り
離
せ

な
い
「
ご
み
」
問
題
は
、
今
後
が

心
配
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
治
会
で
、
身

近
な
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

分
別
収
集
の
研
修
を
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

◆中部クリーンセンター　　ごみの量の
多さと処理経費には改めて再認識させ
られた。少しでも減少させる努力をし
ないといけないと感じた。 
◆山口市リサイクルプラザ　多くの物を
扱っておられるのにびっくりした。 
　有効利用の大切さを認識させられた。 
◆神田一般不燃物処分場　　数年間で使
用が終わる。その後は大丈夫なのか。 

◆名田島集落排水施設　　名田島に居住
していて見ることができなかった。 
　今回、見学できて良かった。 
◆大量生産、大量消費の結果が大量廃棄
物か。「うーむ…」。香山公園での弁
当は美味しかった。 
◆子供や孫の世代、地球の環境が安全に
保たれますよう強く感じました。 
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堆積土の除去 捨てないで！ 捨てないで！ 

徹
底
し
た
情
報
網
　
　
　 

　
集
落
組
織
と
地
区
本
部

　
自
主
防
災
会
災
害
対
策
本
部
の

情
報
班
は
、
十
三
集
落
の
集
落
内

情
報
網
を
活
用
し
て
防
災
情
報
を

地
区
内
の
全
世
帯
に
周
知
し
ま
す
。 

　
集
落
内
情
報
網
が
定
め
ら
れ
た

と
き
は
、
集
落
代
表
者
は
す
み
や

か
に
地
区
自
主
防
災
会
の
会
長
に

そ
の
内
容
を
書
面
に
よ
り
届
け
出

て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
届
け
出
を
受
け
、
自
主
防
災

会
地
区
本
部
で
は
、
地
区
全
体
の

防
災
情
報
連
絡
網
一
覧
表
を
作
成

し
ま
す
。 

　
集
落
の
代
表
者
に
は
、
集
落
内

自
主
防
災
組
織
の
班
名
・
班
員
名

も
自
主
防
災
会
の
会
長
に
届
け
出

て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

  

　
本
年
五
月
の
自
主
防
災
会
の
設

立
に
向
け
、
組
織
立
ち
上
げ
準
備

委
員
会
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て

提
案
を
し
て
い
ま
す
。 

①
　
十
五
人
の
委
員
に
よ
る
設
立

総
会
準
備
委
員
会
の
結
成 

②
　
防
災
計
画
案
の
策
定
　 

③
　
防
災
委
員
の
担
当
所
属
先
に

つ
い
て
、
適
材
適
所
の
配
置 

④
　
先
進
地
視
察
や
研
修
の
実
施 

⑤
　
備
品
台
帳
、
防
災
マ
ッ
プ
、

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
、
防
災

資
材
の
整
備
拡
充 

⑥
　
連
絡
網
の
整
備
、
緊
急
出
動

者
名
簿
の
作
成 

⑦
　
実
際
の
行
動
に
つ
な
が
る
自

主
防
災
会
活
動
を
基
本
に
据
え

る
こ
と
。 

⑧
　
市
総
務
課
危
機
管
理
室
や
消

防
本
部
、
先
進
地
等
か
ら
助
言

を
求
め
、
手
戻
り
が
余
り
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

⑨
　
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
。 

年
間
会
費
は
　
　
　 

　
一
世
帯
　
2
百
円 

　
　
名
田
島
地
区
自
主
防
災
会
の

会
費
を
自
治
会
費
以
外
に
、
年
額
、

一
世
帯
、
二
百
円
と
し
ま
し
た
。 

　
会
費
は
、
自
主
防
災
会
の
事
務

用
品
や
防
災
研
修
会
等
の
講
師
謝

礼
、
防
災
資
機
材
の
購
入
に
充
て

る
予
定
で
す
。 

　
自
主
防
災
会
の
運
営
費
に
は
、

自
主
防
災
会
会
費
の
ほ
か
、
自
治

会
連
合
会
等
か
ら
の
補
助
金
や
寄

付
金
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当

面
は
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
、
着
手

し
、
自
治
会
や
各
種
団
体
等
が
所

有
し
て
い
る
物
品
等
を
借
用
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
自
主
防
災
会
に
会
計
一
名
、
監

事
二
名
の
役
員
を
置
き
ま
す
。 

厚南校区を視察 厚南校区を視察 

神田不燃物処分場 神田不燃物処分場 

視察研修アンケート 視察研修アンケート 

設
立
総
会
　
　
　
　
　 

15
人
の
準
備
委
員 



平成18年2月 

　
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
準

備
を
ほ
ぼ
終
え
、
ご
み
処
理
施
設

へ
の
視
察
を
企
画
実
施
し
、
会
報

（
第
五
号
・
六
号
）
や
不
定
期
刊

行
物
「
災
害
時
に
備
え
て
」
、
「
防

災
会
会
則
案
」
を
発
行
し
ま
し
た
。 

 
　
昨
年
七
月
三
日
、
第
一
回
地
産

地
消
研
修
会
を
開
催
し
、
地
産
地

消
に
お
け
る
地
域
の
実
態
、
住
民

意
識
の
調
査
結
果
、
山
口
市
行
政

の
取
り
組
み
を
勉
強
し
ま
し
た
。 

　
一
月
二
十
二
日
に
は
、
第
二
回

研
修
会
を
開
催
し
、
農
産
物
の
流

通
や
学
校
給
食
の
仕
組
み
、
食
育

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

　
第
三
回
研
修
会
は
、
二
月
下
旬

に
豊
田
、
菊
川
方
面
の
公
共
施
設

に
先
進
地
視
察
を
行
う
予
定
で
す
。 
 

　
子
ど
も
を
地
区
ぐ
る
み
で
守
る

た
め
、
青
少
年
健
全
育
成
地
区
民

会
議
と
自
治
会
教
育
部
会
と
で
、

下
校
時
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
少
人

数
し
か
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
公
民

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
子
ど
も
の
安
全
安
心
の
た
め
、

小
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
役

割
分
担
を
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ

と
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

　
潟
上
中
学
校
の
通
学
路
へ
除
草

剤
を
散
布
し
、
不
法
投
棄
禁
止
の

看
板
を
椹
野
川
沿
い
の
堤
防
と
潟

上
中
学
校
近
く
の
川
沿
い
の
市
道

脇
の
二
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
バ
イ
パ
ス
下
の
市
道
の

堆
積
土
の
除
去
、
草
刈
り
を
民
生

部
会
役
員
、
協
力
員
Ｏ
Ｂ
会
、
有

志
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
要
望
案
件
の
内
、

向
山
中
の
中
道
は
、
十
八
年
度
か

ら
工
事
に
か
か
る
と
の
回
答
を
得

ま
し
た
。 

          

  

▼
昨
年
の
十
二
月
は
、
日
本
を
襲

っ
た
近
年
に
な
い
寒
波
で
国
内
が

大
雪
と
な
り
、
名
田
島
地
区
も
田

畑
が
真
っ
白
に
な
り
寒
い
日
が
続

き
ま
し
た
。
▼
正
月
は
、
元
旦
か

ら
好
天
に
恵
ま
れ
久
し
振
り
に
日

の
出
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
戌
年
、
丙
戌
の
年
は
物
事

が
盛
ん
な
年
。
名
田
島
地
区
の
発

展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
▼
戦
後
農

政
の
大
転
換
が
十
九
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
一
年
は
、

こ
の
準
備
の
年
と
な
り
ま
す
。
そ

の
中
身
は
農
地
の
担
い
手
へ
の
集

約
で
す
。
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
（
共
同
）
が
今
以
上
に
弱
体
化

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
ま
す
。
▼
今
年
ス
タ
ー
ト
し
よ

う
と
し
て
い
る
「
自
主
防
災
組
織
」

「
自
主
防
犯
組
織
」
は
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
で
安
全
安
心
に
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
構
築
、
「
村
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
再
生
）
」
と
し

た
い
も
の
で
す
。
▼
自
主
防
災
組

織
の
設
立
趣
旨
は
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た

め
、
集
落
内
の
連
絡
網
、
集
落
防

災
組
織
の
設
置
、
自
治
会
本
部
組

織
に
よ
り
自
主
的
に
、
か
つ
、
組

織
的
に
活
動
し
て
い
く
も
の
で
す
。 
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